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鹿屋高校へアクセス！

「目からウロコ！

進路について考えよう」に参加して

進路座談会

３－４･１－１　猪野　千明

　鹿屋高校に３人の子どもを通わせ，後悔はしたくな
いという信念で子どもたちと受験に臨んだ。志望校決
定は早めにし（２年生の３学期までに），現在は，様々

な入試方法もあるので徹底して調べた。部活動やクラスの懇親会
なども様々な情報収集の場として大切。情報収集の主役は保護者
であり，子どもの背中を押すのも保護者の役目である。

　８月28日（火）に進路座談会～「目からウロコ！進路について考
えよう」～が開催されました。今年も２名の卒業生，２名の保護
者，進路指導部主任の大山先生からお話をお聞きしました。

大学の望む生徒像についてしっかりと調べる。日頃の生活が大切。

計画を立てて返済できるように考える。給付型や授業料減免制度もよく調べる。

前期・中期・後期・追加合格のチャンスがある。最後までやり抜いて欲しい。

現高校1年生から実施。多面的・総合的評価へ。学力だけでなく取り組んだ活動なども重視する入試へ。

保護者
Cさん

　高校から部活動（野球）三昧の日々。
大学でも野球を続けたことで頑張った
何かを持つことが就職活動での自信に

つながった。目標を持ち最後までやり抜くことが
大切。大学進学はゴールではない。大学生活でコ
ミュニケーション能力を身につけられたことは今の仕
事でも力となっている。また，県内就職は地元と
のつながりのある県内大学が有利かもしれない。

卒業生
Ａさん

　高校の模擬試験などの結果で一喜一
憂しないようにした。その点では何も
いわずに見守ってくれていた両親に感

謝している。前期試験で失敗して後期試験まで受
験。センター試験が終わってからの前期試験，後
期試験と最後までスタミナを持ち続けて頑張って
欲しい。今は大学院と就職の２つの道を模索中。
自分の頑張りで道は必ず開ける。

卒業生
Bさん

　高校３年の夏に父親の病気が判明して入院，闘病生
活の中での受験でした。「自分の好きな道を進めばい
い。」という父親の力強い言葉と，鹿屋高校の先生方や

友人の支えがあって志望校決定，受験，入学まで頑張りました。
子どもが巣立った後は，子どものありがたさがよくわかりました。

保護者
Dさん

進路指導部主任
大山先生より

推薦入試について

奨学金について

大学入試について

共通テストについて
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PTA活動報告

２学年委員長　福永　求 １学年委員長　福永　浩文
　

10
月
26
日
︵
金
︶、
１
学
年
P
T
A
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
今
、
社
会
問
題

化
し
て
い
る
ス
マ
ホ
や
S
N
S
と
の
関

わ
り
方
に
つ
い
て
の
講
習
会
や
進
路
講

話
、
C
l
a
s
s
i
の
説
明
や
来
年
の

修
学
旅
行
の
計
画
等
、
盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

進
路
講
話
は
子
ど
も
達
と
一
緒
に
参

加
し
、
文
理
選
択
や
進
路
の
決
め
方
、

普
段
の
学
習
へ
の
取
り
組
み
方
等
に
つ

い
て
共
通
し
た
認
識
を
持
つ
こ
と
が
で

き
、
保
護
者
の
関
わ
り
方
も
改
め
て
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
達
の
良
き
理

解
者
と
な
り
、
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
で
、

よ
り
よ
い
進
路
選
択
が
出
来
る
よ
う

最
大
限
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

２
年
生
が
中
心
と
な
り
運
営
し
た
三

星
祭
︵
体
育
祭
・
文
化
祭
︶
が
終
わ
り
、

受
験
へ
の
意
識
醸
成
を
図
る
た
め
、
平

成
30
年
10
月
19
日
︵
金
︶、
２
学
年

P
T
A
︵
進
路
講
演
会
︶
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
生
徒
の
参
加
も
あ
り
、
受
験
情
報

を
共
有
す
る
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

受
験
は
親
子
の
二
人
三
脚
で
乗
り
切
り

た
い
も
の
で
す
。
以
下
講
演
内
容
で
す
。

　

講
師

：

柳
田 

了 

氏

︵
河
合
塾
・
進
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶

　

演
題

：﹁
３
年
生
０
学
期
に
向
け
て

︵
保
護
者
も
で
き
る
こ
と
︶﹂

①
大
学
動
向
確
認

↓　

現
役
、
浪
人
含
め
た

受
験
者
数
は
昨
年
並
み

②
セ
ン
タ
ー
試
験
分
析
＆
攻
略

↓　

ど
の
教
科
も
平
均
点
が

60
点
で
作
成

③
現
役
合
格
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト

↓　

得
点
力
＝
学
力
＋
解
く

順
な
ど
の
作
戦

④
保
護
者
の
心
構
え

↓　

﹁
頑
張
っ
て
る
ね
﹂﹁
お
金

は
心
配
す
る
な
﹂﹁
挑
戦
し
な

さ
い
﹂
な
ど
前
向
き
な
声
か
け

を
！

１学年PTA2学年PTA
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研
修
部
長
　
田
島
　
涼
子

　

10
月
４
日
︵
木
︶
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
修
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

宮
崎
公
立
大
学
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
異
文
化
実
習
、
公
費
留
学
等
、
海
外
留
学
を
積
極
的
に
推

進
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
1
0
0
名
以
上
が
海
外
で
学
ぶ
と
い
う
実
績
に
驚
き
ま

し
た
。
宮
崎
大
学
は
﹁
世
界
を
視
野
に
地
域
か
ら
﹂
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
地
域
資
源
の
理
解
と
活
用
、
発
展
を
学
ぶ

地
域
資
源
創
成
学
部
、
植
物
・
森
林
・
海
洋
生
物
他
幅
広
い
分

野
の
農
学
部
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
又
、
今
後
変

わ
っ
て
い
く
入
試
情
報
を
詳
し
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
大
な
敷
地
を
闊
歩
す
る
学
生
達
を
見
な
が
ら
こ
ん
な
環
境
で

自
分
を
磨
く
こ
と
の
出
来
る
子
ど
も
達
を
羨
ま
し
く
思
い
ま
し

た
。
宮
崎
観
光
ホ
テ
ル
で
の
昼
食
も
美
味
し
く
、
充
実
し
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
視
察
は
複
数
の
大
学
を
見
て
回
る
、
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。
ぜ
ひ
来
年
度
も
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
68
回
全
国
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
佐
賀
大
会
が
、
平
成
30

年
8
月
20
日
︵
月
︶・
21
日
︵
火
︶
の
両
日
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鹿
屋
高
校
か
ら
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
副
会
長
上
谷
田
一
人
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

大
会
前
日
の
19
日
の
夜
は
、
鹿
児
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
と
の
情
報
交
換

会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

20
日
は
午
前
中
に
分
科
会
が
あ
り
、
私
は
第
１
分
科
会
﹁
地
域
の
将

来
を
担
う
人
材
の
育
成
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
﹂
に
参
加
し
ま
し
た
。
基
調
講

演
は
講
師
レ
モ
ン
さ
ん
︵
山
本
シ
ュ
ウ
さ
ん
︶
に
よ
る
演
題
﹁
レ
モ
ン
さ

ん
の
ビ
タ
ミ
ン
ト
ー
ク
！
〜
慈
し
み
の
愛
言
葉
！
W
e 

a
r
e　

シ
ン

セ
キ
！
〜
﹂、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
泉
る
な
さ
ん
と
は
な
わ
氏
の
歌
と

ト
ー
ク
で
し
た
。
午
後
か
ら
分
科
会
が
あ
り
、
第
１
分
科
会
は
秋
田
県

立
角
館
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
柏
谷
真
一
氏
﹁
少
子
高
齢
化
と

P
T
C
A
*
1

﹂、
愛
知
県
立
鶴
城
丘
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
鳥
居
孝
夫

氏
﹁
地
域
に
愛
着
を
持
た
せ
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
﹂
と
い
う
演
題
で
講
演
さ
れ

ま
し
た
。

　

21
日
は
佐
賀
県
の
高
校
生
に
よ
る
太
鼓
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
、
佐

藤
和
哉
氏
の
篠
笛
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
株
式
会
社
タ
ニ
タ
社
長
の
谷
田
千
里
氏
、
柔
道
の
古
賀
稔
彦
氏
、

俳
優
の
片
岡
鶴
太
郎
氏
な
ど
の
著
名
人
に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
、

分
科
会
報
告
の
後
に
閉
会
式
と
い
う
流
れ
で
佐
賀
大
会
の
幕
を
閉
じ
ま

し
た
。
非
常
に
充
実
し
た
二
日
間
で
あ
り
、
大
変
貴
重
な
経
験
が
出
来

ま
し
た
。

＊
１
…﹁
親
と
教
師
と
地
域
住
民
の
会
﹂の
こ
と
。

P
a
r
e
n
t︵
親
︶　

T
e
a
c
h
e
r︵
先
生
︶

C
o
m
m
u
n
i
t
y︵
地
域
︶　

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n︵
会
︶

厚
生
保
健
部
長
　
東
　
幸
一
郎

　

7
月
22
日
︵
日
︶
の
P
T
A
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会
開
催
に
あ

た
り
、
参
加
者
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
に
ま
ず
も
っ
て
感
謝
の
意

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

恒
例
の
大
会
も
重
大
事
故
等
も
な
く
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
選
手
も
応
援
も
一
生
懸
命
で
、
各
コ
ー
ト
で
は
珍
プ
レ

ー
好
プ
レ
ー
が
た
く
さ
ん
出
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
当
日
か

又
は
日
を
改
め
て
の
懇
親
会
を
開
か
れ
た
ク
ラ
ス
も
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

他
の
行
事
、
講
習
会
等
へ
の
参
加
要
請
と
は
違
っ
て
、
原

則
全
員
参
加
で
P
T
A
会
員
相
互
の
親
睦
と
い
う
目
的
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学
校
内
外
の
行
事
に
多
く
参
加

し
色
々
な
情
報
を
得
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
背
中
を
後
押

し
で
き
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
、
12
月
の
市
Ｐ
連
大
会
で
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第68回全国高等学校
PTA連合会大会

「佐賀大会」報告
ＰＴＡ副会長  上谷田  浩幸

優勝 ３年５組準優勝 ３年２組

P
T
A
ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

P
T
A
研
修
視
察
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三星祭

9月8日(土)

校内警備ありがとうございました！
生徒会長　山越　悠聖　

　今年の三星祭は，「ＳＨＯＷ　ＴＩＭＥ～知・徳・体の三刀流～」
のスローガンのもと開催されました。体育祭は，雨天のため短
縮プログラムとなりました。しかし，各応援団の迫力ある息の
揃った素晴らしい演舞を皮切りに，各団が曇天を吹き飛ばすよ
うな元気とやる気で一進一退の攻防を繰り広げました。白熱し
た競技展開から応援に熱が入り，私自身全力で楽しみ，競い合
いました。中盤まで黄団が一歩リードしていましたが，最後は3
年生青団が貫禄を見せ，見事2連覇を達成しました。
文化祭は展示・バザー・ステージともにどのクラスもクオリティ
が高く，この日のために試行錯誤を積み重ねてきたことが伝わ
りました。文化委員を中心に，各クラスが一致団結し，何かを作
りあげる姿は，カッコ良く，輝いていました。文化祭実行委員の
陰ながらの努力や支えにより，今年も大盛況を収めました。そ
れぞれが自身の培ってきた三刀流をみせた三星祭。大切な青
春の1ページが胸に刻まれたと思います。

３年応援団長　３年２組　草野　莉子　
　今年の体育祭は天候にこそ恵まれませんでしたが，平成最後に相応しい最高の１日にな
りました。私は昨年から２年間青組の応援団長として体育祭に関わり，たくさんのことを学
ばせて頂いた２年間でしたが，その中でも指示を聞いてもらうことの難しさは１番印象に
残っています。指示を出すことと聞いてもらうことには大きな差があります。その差に何度
も悩みましたが，お互いに気持ちよく，楽しく練習するためにはどのように指示を出したら
よいか，言葉を選びながら前に立つことの方が多かったです。しかし，そういう小さなこと
に気付いてくれる人が増え，みんなが協力してくれるようになったとき，この団は勝てると
確信しました。私たち青組が２連覇できた１番の強みはそこにあったと思います。
　人前に立って指示を出すことの難しさ，学年で１つになって勝てたときの喜びや達成感
を私は一生忘れません。優勝旗を持ってみんなで撮った写真は，私の宝物です。

文化祭実行委員長　松崎 斗磨　
　今年の文化祭は「ＳＨＯＷ　ＴＩＭＥ～知・徳・体の三刀流～」の三星祭のテーマ通り，私達
のもつそれぞれの能力を表現できた文化祭となりました。文化祭実行委員は，６月から壁画
制作や各クラスの企画決め，オーディションや打ち合わせなどをしてきました。体育祭が終
わる頃，教室の棚にダンボールの山ができ，作品が徐々に作られたり，動画撮影をしている
姿を見かけるようになると文化祭の雰囲気が一層増し，当日がとても楽しみでした。３年生
も，壁画制作という形で最後の文化祭に参加しました。文化祭２日前になり，３年生に一言
ずつ書いてもらった星型の画用紙を壁画に貼り完成したときはとても感動しました。当日
はどの団体もすばらしいステージ発表や展示作品，食物バザーで，第７１回文化祭は大成功
で終えることが出来たと思います。最高の文化祭をありがとうございました。

1-1

2-4 2-5 2-6 2-7 3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 3-8

1-5 1-6 2-1 2-2 2-31-2 1-3 1-4

体育祭

9月21日(金)
・22日(土)

文化祭

体育祭警備
２－４　中馬さん　３－５　小田さん
大根占　壱﨑さん　花岡　宮脇さん

文化祭警備
１－３　山田さん　２－７　佐藤さん

大姶良　尾﨑さん　第一鹿屋　今藤さん
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部活動紹介
2018

ダンス部
　ダンス部は， 2年生14名， 1年生5名計19

名で活動しています。 部の雰囲気は明るく

和気あいあいと新しいダンスに挑戦していま

す。 部員のほとんどが初心者なので， ダン

スに興味のある人， 体験入部待ってます!!

陸上部
　3年生2名がインターハイ(三重県)に出場

しました。県新人大会では男子400m，

4×400mR，女子三段跳で入賞し，九州大会

(大分県)に出場しました。部員一人ひとりが，

上位大会出場を目指し，練習に取り組んでいます。

サッカー部
　サッカー部は顧問の荒木先生，副顧問の

指宿先生，又木先生のご指導のもと，2年14

人，1年17人，マネージャー 3人の34人で活動し

ています。「走考戦」をモットーに，県総体ベス

ト４を目指し，日々の練習に励んでいます。

女子硬式テニス部
　私たち女子硬式テニス部は， 現在9名で

活動しています。 春と秋の地区大会では団

体戦で優勝しました！いつも和気あいあいと

活動しています。 次の大会で， それぞれの

目標を達成できるように頑張っていきます。

男子バレーボール部
　僕たちは現在16名で活動しています。 先

日の地区大会では優勝することができまし

た。 県大会ベスト4以上を目標に練習時

の雰囲気を大切にしながら， 日々練習に励

んでいます。 応援よろしくお願いします。

バドミントン部
　私たちバドミントン部は， 県総体では男子

団体3位， 地区大会では女子団体準優勝

を手にすることができました。 これからも応援

してくださるすべての人々へ感謝の気持ちを

忘れず， 日々の練習を頑張っていきます。

弓道部
　弓道部は現在，男子8名女子11名で毎日

切磋琢磨しながら活動しています。弓道はたっ

た四本の矢で勝敗が決まる競技なので，一本

一本を大切にしながら県大会，地区大会等で

練習の成果を出せるように頑張ります。

水泳部
　私たちは水泳部です。選手は男子5人，女

子4人，マネージャーは女子2人の計11人で

活動しています。吉留・楠元先生のご指導

のもとで，夏は泳ぎ込み，冬は筋トレ・ランニン

グを中心にして日々練習に励んでいます。

男子ソフトテニス部
　男子ソフトテニス部は， 現在12名で活動

しています。 みんな個性豊かで明るく， とて

も楽しいです。 地区大会では団体で優勝

しました！県大会では団体， 個人ともにベス

ト8に入れるよう頑張ります。

女子バレーボール部
　顧問の永山先生のもと， ２年生５人， １

年生３人， 計８名という少ない人数の中，

日々の練習を頑張っています。 秋の地区

大会では， ３位入賞という結果を残しまし

た。 県大会ではベスト８に入ります。

男子硬式テニス部
　僕たち男子硬式テニス部は，現在17名で

活動しています。新人戦では悔しい結果に

終わってしまいましたが，それを糧に最終目標

である高校総体団体ベスト4をめざして，これ

からも日々練習に励んでいきたいです。

剣道部
　私たちは剣道の特性でもある礼節を尊

びながらも， 一つでも多く勝つことを目標

に， 部員は少ないですが， 一人ひとりが懸命

に稽古に励んでおります。 よろしくお願いい

たします。

ボート部
　現在2名で活動しています。ボート部は誰も

が初心者からのスタートなので，自分の努力次

第では，全国大会出場も夢ではありません。

他校の生徒と仲良くなる機会も多く，大自然

の中で活動できるとても楽しい部活です！

野球部
　現在，選手22名，マネージャー 4名で活動

しています。人数は少ないですが，春季大会

で結果を残すために，互いを鼓舞し合いなが

ら技術向上を目的に厳しいトレーニングが

続くオフシーズンの日々を過ごしています。

空手道部
　空手道部は現在3名とかなり少ない人数

で活躍していますが， 全員仲が良く， 大会

で成績を残せるよう一生懸命練習に取り組

んでいます。 初心者， 経験者問わず部員

募集中です。

バスケットボール部
　現在20名で活動しています。 昨年度の

県大会ではベスト4入りを果たし， 今年度も

地区・県大会ともに好成績を残せるように

頑張ります。 バスケ部では， バスケの技術

だけでなく礼儀も学んでいます。

パソコン同好会
　現在1年生2名，2年生3名の計5名で活

動しています。大会などはなく，MMD動画と

いうキャラクターを操作してダンスをさせる動

画作成を主として活動しています。パソコン

の操作を上達させたい人もおすすめです。

書道部
　現在部員24名で活動しています。 作品

展などに向けて日々の練習に楽しく取り組

んでいます。 部員がお互いの作品を批評し

合ったり， 相談し合ったりする， 仲の良さも

魅力の１つです。

放送部
　現在2年生2名で活動しています。主に，

映像編集や体育祭・文化祭のアナウンス等

を行っております。もちろん6月には，大会にも

出場しています。放送部に入ると編集技術

などが身につくので，ぜひ入部してください。

インターアクト部
　現在23名で活動しています。 ボランティ

ア活動を始めとし， 最近では鹿屋市高須

町の伝統芸能の「刀舞」に取り組んでいま

す。 伊集院で行われる伝統芸能の県大会

に向けて練習を頑張っています。

家庭部
　現在1名で活動しています。今までは月

に一度， お菓子作りや三星道場後に昼食

作り等をしていました。今は小物作りなどを

しています。 活動日や作りたい物は自由に

決めています。 入部者を募集中です。

演劇部
　演劇部は，現在２年生１名で活動してい

ます。主に，滑舌練習や，発声練習をしていま

す。そのお陰で，人前で話す際，適切な音量

で，滑らかに話すことができるようになりまし

た。今は冬の大会に向けて頑張っています。

英語研究部(ESS)
　私たち英語研究部は，現在毎週水曜日の

放課後活動しています。2学期から新しいALT

のベンさんと楽しく英語を学んでいます。目標

は高校で英検準1級を取ることです。みなさん

も一緒に楽しく英語を学んでみませんか。

写真部
　現在1年生だけで活動しています。 写真

部はいつでも部員募集しています！気軽に

体験しても大丈夫です！皆さんで素晴らし

い写真を撮ってみませんか？

ぜひ今後の活動を楽しみにして下さい。

軽音楽同好会
　私たち軽音楽同好会は， 現在18名で活

動しています。今年は鹿屋市文化会館で

開催されたサマーフェスや， 秋祭りにも出場

しました。 その他のイベントにも参加する予

定なので， 応援よろしくお願いします。

卓球部
　卓球部は現在，男子6名女子6名の計12

名で活動をしています。団体の部で地区総

体優勝，県大会ベスト4を目標とし，これから

も体力づくり，筋力トレーニングを怠らずに頑

張りますので応援よろしくお願いします。 茶道同好会
　私たち茶道(裏千家)同好会は， 3人と少

ない人数の中， 作法を学びながらまったり活

動しています。 外部顧問の石躍先生に来

て頂き， 学生合同茶会や文化祭に向け，

おいしいお茶をたてるために頑張っています。

美術部
　計16名で活動しています。毎年催される

地区や鹿児島県高校美術展に作品出展

を行い，部員一人ひとりのまなざしは非常に

真剣です。

　そんな美術部ですが、普段は笑いの絶えな

い場所です。今後ともよろしくお願いします。

文芸部
　現在5名で活動しており，主な活動内容は

文化祭での創作冊子『十羽一唐揚げ(じゅっ

ぱひとからあげ)』の発刊です。これからも皆

様に楽しんで頂けるような作品作りに励んで

いきたいと思いますので，よろしくお願いします。

吹奏楽部
　私たちは「心に届く演奏」を目標に定期

演奏会や三星祭，生鮮芸術市場など様々

な機会で演奏しています。吹奏楽部に興味

がある方はぜひ見学に来ていただいて，聴い

て，奏でて，入部して，一緒に音楽しましょう！

陸
上
部

サッカー部

バトミントン部

男子テニス部

バスケ部

男子バレーボール部

空手道部

ボート部

軽音同好会

英語研究部

書道部

野球部

放送部

インターアクト部

美術部
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三星鹿屋

　

今
年
度
、
第
2
回
広
報
誌
を
お
届
け
い
た

し
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
無
事
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
P
T
A
活
動
も
多
数
あ
り
、
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

す
。

　

今
回
は
子
ど
も
達
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
そ

れ
ぞ
れ
心
に
残
る
三
星
祭
と
、
修
学
旅
行
日

程
変
更
の
た
め
部
活
動
紹
介
を
掲
載
し
て
お

り
ま
す
。
修
学
旅
行
の
様
子
は
次
号
に
掲
載

予
定
で
す
。

　

本
年
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
皆

様
ど
う
ぞ
良
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
。

　

︵
３

−

７　

山
口 

美
佐
子
︶

　
　
　
　
　
　

原
添（
３-

１
）・
田
中（
３-

６
）

　
　
　
　
　
　

山
口（
３-

７
）・
中
畑（
３-

８
）

　
　
　
　
　
　

繁
昌
・
大
坪
・
山
口
・
横
山

広
報
部
員

担
当
職
員

３
年
５
組　

有
島
　
櫻

　
セ
ン
タ
ー
試
験
ま
で
あ
と
１
１
３
日

と
な
り
ま
し
た
。
試
験
当
日
ま
で
残
り

約
３
ヶ
月
に
迫
っ
て
い
る
今
、
み
な
さ

ん
は
毎
日
を
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い

ま
す
か
。
私
た
ち
は
現
在
、
多
く
の
模

試
や
演
習
を
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
自

己
採
点
の
結
果
を
見
て
、
目
標
点
を
上

回
っ
て
成
績
の
伸
び
を
実
感
で
き
て
い

る
人
も
い
れ
ば
、
勉
強
を
し
て
い
る
は

ず
な
の
に
点
数
が
伸
び
ず
、
不
安
に
感
じ

て
い
る
人
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
実
際
に

私
は
、
結
果
と
目
標
点
の
差
が
ま
だ
大
き

く
、
未
だ
に
苦
手
教
科
を
克
服
で
き
て
い

な
い
と
い
う
苦
し
い
状
況
に
い
ま
す
。
夏

休
み
に
頑
張
っ
た
成
果
が
出
る
こ
と
を
、

不
安
は
あ
り
つ
つ
期
待
し
て
い
た
部
分
も

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果
に
は
と
て
も
気

持
ち
が
沈
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
と
き
に
、

担
任
の
永
山
先
生
が
「
今
、
落
ち
込
ん
で

や
る
気
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
今
ま

で
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
が
無
駄
に
な

る
」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
私
は
、
勉

強
漬
け
の
こ
の
１
年
を
、
絶
対
に
無
駄
に

し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
模
試
の
結
果
に
一

喜
一
憂
す
る
の
で
は
な
く
、
最
終
目
標
で

あ
る
志
望
校
合
格
に
向
け
て
努
力
し
て
い

く
し
か
な
い
の
だ
と
考
え
ま
す
。

　
私
は
、
71
期
生
は
、
他
に
な
い
パ
ワ
ー

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
パ
ワ
ー
は
先

日
の
体
育
祭
で
、
体
力
の
衰
え
と
い
う
ハ

ン
デ
が
あ
り
な
が
ら
も
２
連
覇
で
き
た
こ

と
で
証
明
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
運
動
面

だ
け
で
な
く
、
勉
強
面
で
も
そ
の
パ
ワ
ー

で
、
受
験
と
い
う
高
い
壁
を
突
破
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
勉
強
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い

と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
夢
や
目

標
を
達
成
さ
せ
る
に
は
努
力
す
る
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
辛
い
こ
と
も
多
い
と
思
い
ま

す
が
、
周
り
に
は
共
に
頑
張
っ
て
い
る
友

人
が
い
て
、
支
え
て
く
だ
さ
る
先
生
方
や

保
護
者
が
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で

日
々
過
ご
せ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
最

後
ま
で
全
員
で
、
全
力
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

3
年
1
組　

上
谷
田
　
敏
幸

　
受
験
生
に
と
っ
て
の
天
王
山
、
夏
が

終
わ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
、
思
う
よ

う
な
勉
強
が
で
き
ま
し
た
か
。
計
画
通

り
の
勉
強
が
進
め
ら
れ
自
信
が
付
い
た

人
も
い
れ
ば
、
思
っ
た
よ
う
に
進
ま
ず
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。

　
私
は
自
分
の
苦
手
な
教
科
で
あ
る
英

語
の
長
文
読
解
の
力
を
上
げ
る
た
め
、

志
望
校
の
英
語
の
問
題
を
繰
り
返
し
解
い

て
復
習
を
す
る
こ
と
を
続
け
ま
し
た
。
し

か
し
、
何
度
解
い
て
も
点
数
は
ほ
と
ん
ど

上
が
ら
ず
、
私
は
や
る
気
を
な
く
し
て
し

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
私
は一つ
の

考
え
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
志

望
の
大
学
を
変
え
る
こ
と
で
す
。
変
え
て

し
ま
え
ば
、
楽
に
な
る
と
思
っ
た
の
で
す
。

　
し
か
し
、
そ
ん
な
自
分
の
弱
い
気
持
ち

を
変
え
て
く
れ
た
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
友
人
で
す
。
あ
る
友
人
は
、
懸
命

に
勉
強
に
打
ち
込
む
姿
で
私
を
引
っ
張
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
あ
る
友
人
は
、
私
の
志

望
校
を
下
げ
た
い
と
い
っ
た
弱
気
な
発
言

を
強
く
否
定
し
、
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
あ
る
友
人
は
模
試
の
結
果
が
悪
く
、

落
ち
込
ん
で
い
る
私
を
明
る
く
し
、
勉
強

に
向
か
う
よ
う
に
励
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
受
験
は
団
体
戦
」
と
い
う
言
葉
が
、

浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
苦
し
い
と

き
、
皆
さ
ん
を
支
え
て
く
れ
る
の
は
周
り

に
い
る
仲
間
で
す
。
た
と
え
、
違
う
進
路

を
目
指
し
て
い
て
も
、
同
じ
合
格
と
い
う

目
標
に
向
か
っ
て
い
る
仲
間
は
必
ず
皆
さ

ん
を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
き
っ

と
自
分
自
身
の
頑
張
る
姿
が
、
仲
間
の
誰

か
の
助
け
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ

か
ら
、
何
度
も
模
試
を
受
け
結
果
に
苦
し

み
、
勉
強
漬
け
の
日
々
に
疲
れ
を
感
じ
、

周
り
の
合
格
通
知
を
う
ら
や
ま
し
く
思
う

と
き
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
は
一
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
支
え
、
支

え
ら
れ
て
今
、
こ
こ
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
私
は
自
信
を
持
っ
て

言
え
ま
す
。
「
受
験
は
団
体
戦
だ
」
と
。

こ
の
受
験
と
い
う
大
き
な
壁
を
、
こ
の
71

期
生
全
員
で
乗
り
越
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
。

行
事
予
定

12
月
22
日（
土
）〜

23
日（
日
） 

25
日（
火
）〜　

28
日（
金
）

12
月
29
日（
土
）〜

1
月
3
日（
木
）

1
月
4
日（
金
）・

7
日（
月
）

8
日（
火
）

 
12
日（
土
） 

19
日（
土
）

19
日（
土
）〜

20
日（
日
） 

2
月
9
日（
土
）

19
日（
火
）〜

22
日（
金
） 

23
日（
土
） 

28
日（
木
） 

3
月
1
日（
金
）

▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼▼
北
予
備
マ
ー
ク
模
試（
3
年
）

冬
季
課
外

特
別
学
習
会（
3
年
）

セ
ン
タ
ー
試
験
直
前
演
習

始
業
式
・セ
ン
タ
ー
試
験
激
励
会
・

実
力
考
査（
1
・
2
年
）

土
曜
授
業

進
研
模
試（
１
年
）

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
・

進
研
模
試（
2
年
）

土
曜
授
業

学
年
末
考
査

土
曜
授
業

卒
業
式
予
行

卒
業
式

　9月28日(金)，大学入試センター試験を出願する
にあたり，代表生徒による決意表明と職員からの激
励の講話が行われました。

センター試験出願式

生徒決意表明


